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はしがき

トビウオ類はわが国では年産８１５０トン（1954年度農水産統計資料による）に達し重要水産

物のひとつに数えられると共に，その特異な形態と習性とはよく人の眼をひき，ひろく国民に

も親しまれている．しかしわが国のトビウオ類に関しては充分な分類学的な研究が行われない

ままに最近に及んだために，魚類の他の部分に比べて混同や誤謬がかなり残っており，特にそ

の成長の各段階における形態的変化が分類学的な混乱を助長しているようである．この事実は

日本近海産のものの承に止らず，ひろく西部太平洋産のトビウオ類についても承とめられると

ころで，同一種の幼期と成魚とに別の種名を附している例は枚挙に暇がない大西洋産のトビ

ウオ類に関しても同様の混乱がふられ，記録されたものは６０種以上に達したが，1930年～

1938年にわたり主としてBRuuN及びBREDERの両氏により整理が行われ現在は１６叉は１７

種に統・合されるに至った．

筆者は1950年以来日本近海産のトビウオ類の生活史に関して研究を進めて来たが，その基礎

となるべき種の決定についてはしばしば著しい困難を感じた．1953年より阿部宗明博士のトビ

ウオ類の分類学的研究がひきつづいて発表されたので，これにより始めて種名を同定し得るに

至ったものは二，三に止まらない

筆者が日本近海，主として九州沿岸及びその南方２０°Ｎに至る海域で採集し得たトビウオ類

のうち種名が明かにされたのは次の２０種である．

FamilyOxyporhamphidaeサヨリトピウオ科

１．０刈加γ加郷P〃ｓ”cγoが”"ｓ”cγoPgγ"ｓ（CuvIER＆VALENcIENNEs）サヨリト

ビウオ

FamilyExocoetidaeトビウオ科

２．Ｐαγejvocoe伽ｂγαcﾉbyがeγ"ｓ（RIcHARDsoN）カワリトピウオ（１）ツマリトピウオ，ニジ

トピウオ）

３．Ｐαγe”ocoef"ｓ加州ｏ沈郷ｏ（CuvIER＆VALENcIENNEs）バショウトビウオ

４．Ejvocoef"ｓ”o"oc〃γ〃sRIcHARDsoNハゴロモトビウオ
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５．EJvocog畑ｓひoノガ”ｓＬＩＮＮＥイダテントビウオ

６．Ｃ”sgJ”"ｓが""α肋αγ6α〃ｓｊα加"fc"ｓ（FRANz.）ハマトビウオ

７°Ｃ”seZ"γ"ｓｓがﾉo"ofoが”"ｓ（BLEEKER）カラストピウオ(2)マトウトピウオ？）

８．Cypsgﾉ"γ"ｓル伽oがγo〃（BLEEKER）サンノジグマシ

９．Ｃｊﾉｶseﾉ”"ｓ〃ｅｆ"”"ｓ伽伽γZe〃ＡＢＥツクシトピウオ

１０．Ｃ”SgZ”"ｓ〃αγesが（GbNTHER）ウチダトピウオ

１１．Ｃ”seﾉ"γ"ｓｏがs肋o"ｓ〃γα〃（STEINDAcHNER）ホソトピ

１２．CypseZ”"ｓα〃ｆｓｊｇ”sJENKINsアカトビ

１３．ＣｊﾉpsgJ”"ｓｓｆαγ肺ＡＢＥアリアケトビウオ

１４．Ｃｙ力sgJ”"ｓ加gc〃oPﾒeγ"ｓ（CuvIER＆VALENc1ENNEs）アヤトピウオ

１５．〃γ""伽c〃"yssPec""g"（CuvIER＆VALENcIENNEs）ニノジトビウオ(3)サンノジ

トビ）

１６．〃γ""〃c〃〃ｓｏ〃cep伽Ｉ"ｓ（BLEEKER）マイトピウオ(4)ホソアオトピ）

１７．Ｐγog減c〃肋yｓａｇｏｏ（TEMMINcK＆ScHLEGEL）トビウオ

１８．Ｐγog”c"肋ｙｓｓｇａルノＡＢＥグルマトピ

１９．ＰγOgﾉzic〃"yｓｚａｃａ（SEALE）ザカトピウオ（新称）

２０．，”z枕幼ｙｓγＣＭ山脱（CuvIER＆VALENcIENNEs）オキトピウオ（新称）

１)松原（1955）は本種をツマリピウオとよび，田中，阿部（1955）はニジトピウオと呼んでいるが，岡
田（1938）は本種に上記のような和名を与えているのでこれに従った．

２〕松原（1955）は本種にマトウトビウオなる和名をあて上いるが，これは岡田，松原（1938）によれば
Ｃ､sが〃pﾒ〃"ｓ（C・＆Ｖ､）の和名であるという．該種は台湾から報告されているが筆者は未だ採集
していない．

３)田中，阿部（1955）はサンノジトビとよんでいるが，こ上では今井（1954）により上記の和名を用い
た．

４)田中，阿部（1955）は本種にホソアオトビの新和名を附したが本種は古くから上記のような和名で呼
ばれ，誤ってＥＸＣ”αz肋es6γαc〃cgｶﾙα伽（＝Ｄ卿c〃"ｓγo”〃ど鮒？）と同定されていた．

上記の各種のほか従来わが国から記録されているトビウオ類として

CyPsgﾉ"γ"ＳＳＯﾉα"〃ガ（C・＆Ｖ､）セトトピウオ

Ｃ・〃γ""伽（STEINDAcHNER）ツパメトビウオ

の両者があるが，おそらく前者はハマトピウオの幼期の個体を指し，後者はホソトピの幼期に

よったものであろう．

WEBER＆BEAuFoRT（1922）は以上のほかにわが国からCylseZ"γ"ｓ”.c〃c”ｓ（ＧＵＮ‐

THER）をあげているが，これに相当するものはその後採集されていない

トビウオ類では一般に前期仔魚期はきわめて短いもののようで，人工卵?化ならびに幼期の飼

育を行い得た二,三の種類では，塀化後30時間を経たものはすでに卵黄を失い採餌し始めるの

がふられる．その後各垂直鰭と腹鰭とは比較的早く定数の鰭条を持つに至るが，胸鰭条が定数

に達するのは一般に全長１６～20ｍｍに達したときで，従って後期仔魚期はかなり長い．仔魚

期の前半には各種の特徴は主として鰭条数や色胞の排列にこれを承るの承で，その差異は必ず

しも著しくなく同定も困難の場合が多い

仔魚期の終りより稚魚期に入るや，後述するように，色相の承ならず形態にも著しい変化が

現われ，しばしば成魚と全く異なる特徴を示す．従って一見して成魚との関係を推定すること
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は不可能な場合も多いが，種柵属による差異は成魚よりは明瞭で，各種ごとの稚魚期の特徴を明

かにし得た後には，同定は成魚よりもかえって容易である．

稚魚期の形態的特徴が消失する時期は種によってかなり異り，色相，特に各鰭の色相が成魚

にひとしくなる時期にも大差がある．従って未成魚期の始めの段階における大きさは一様では

ないが，多くの場合には全長１２０～150ｍｍに達すれば形態及び体の色相はほぼ成魚にひとし

くなるので，この報告･ではこの段階に達したものを未成魚として取扱った．この時期の種属の

特徴はほぼ成魚の特徴と一致するが，各鰭の色相のみはこれと異なる場合が多い．

トビウオ類の成長の各段階にわたる資料は，上記の各期ごとの特徴を比較しなければ正しく

同定することは困難である．

１．成魚の特徴．

トビウオ亜目（Exocoetina,Exocoetoidea）はサョリ科･Hemirhamphidae，サヨリトピウ

オ科Oxyporhamphidae及びトビウオ科Exocoetidaeの３科･に分たれる．このうちサヨリ

科の魚類は成魚でも下顎が噴状に突出し，両側の前上顎骨の前端が拡がって左右相接し前方に

尖った三角形をなしている点で，上顎がこれほど著しい分化を示しておらず，成魚では下顎も

階状をなしていない他の２科とはやや異っている．叉，サヨリ科ではトオザヨリ属Ｅ〃eがoγ‐

"α”力加ｓがやや長い胸鰭を持っているの承で，ほとんどすべて胸鰭は短かいが，サヨリトピ

ウオ科では胸鰭長は体長の３０ｐｅｒｃｅｎｔを超えるのが普通でトビウオ科では５０～７５ｐｅｒｃｅｎｔ

に達する．このような諸特徴からみて，一般にトビウオ類（flying-fishes）と云えばサヨリト

ビウオ科，トビウオ科の両科を指すか，或いは後者の承を示すもののようである．

Ａ・亜科ならびに属の特徴

現生のトビウオ類の成魚の亜科ならびに属の特徴は次のようである．（主としてBRuuN

(1935)，BREDER（1938)，HuBBs＆KAMPA（1946）による)．

a１．サヨリトビウオ科Oxyporhamphidae胸鰭は短かく体長の３０～４０ｐｅｒcent,多くの

場合には腹鰭基底に到達しない．腹鰭は短い体側に巾の広い暗色縦帯が走る．……サヨリ

トピウオ属Ｏ刈加γ〃”p〃s

a2・トビウオ科Exocoetidae胸鰭は長く体長の４５～７５percent，少くとも背鰭基底の前端

に達する．

ｂ１．胸鰭の先端は背鰭基底の前部，或いは中央に達し，腹鰭は長いものでようやく響鰭基底

の前端に達する．背鰭は高く，中央部の鰭条が最も長く，倒せば尾鰭前端に達し，大部分

は黒色を呈する．

ｃ１．トンガリトビウオ亜科Fodiatorinae頭高は体高より著しく低く吻の先端は尖り，

吻長は眼径より大，胸鰭は背鰭基底の前部に達する．腹鰭は小さく先端は倒しても肱門

よりかなり前方に終る．……トンガリトピウオ属Ｆｏ伽αｵoγ（日本近海よりは未報告･）

Ｃ2．カワリトピウオ亜科PareXOCOetinae吻は短く眼径より小，先端は特に尖っていな

い頭高は体高より著しく低くはない胸鰭は背鰭基底のほぼ中央に，腹鰭は響鰭基底

の前端に達する．……カワリトピウオ属Ｐ”“ocog伽ｓ

ｂ２・胸鰭は背鰭基底の中央部より後方に,しばしば更に尾柄部に達する．背鰭は主としてやや

暗色，時に黒色斑をおびる．特に高くはなく，前部の鰭条が最長で普通体長の８～１４ｐｅｒ
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cent6腹鰭は短くて体の中央より前方に生ずるものと，長くて体の中央部より後方に生ず

るものとがある．

ｄ1．イグテントビウオ亜科.Exocoetinae腹鰭は短かく体長の１２～１４ｐｅｒｃｅｎｔに過ぎ

ずぅ体の中央より前方に生じ，先端はその基底と肱門との中間中央に達するのみである．

背鰭は一様に暗色で特に斑紋を持たない……イダテントビウオ属Ｅ”cＯ脚ｓ

ｄ２・ハマトピウオ亜科Cypselurinae腹鰭は長く体の中央より後方に生じ先端は響鰭基底

中央部より後方，若しくは尾柄に達する．背鰭は一様に暗色のものと黒色斑を有するも

のとがある．

＊*e'・響鰭基底は背鰭基底より短かく鰭条数も２～５個少いのを普通とする．響鰭の起点

は一般に背鰭の第２～４鰭条の基底の下方，若しくはそれより後方にある．

＊f1．胸鰭の第１鰭条は分岐しないが第２鰭条は分岐する．背鰭は一様に暗色叉は黒色斑

を持つ．……ハマトピウオ属Ｃ”seﾉ"γ"ｓ

ｆ２・胸鰭の最前部の２～４鰭条は分岐していない．背鰭は一様に暗色，叉は不明瞭な黒

色斑を持つ．……トビウオ属Ｐγog噸c〃肋ｙｓ

ｅ２・響鰭基底と背鰭基底とは長さがほぼひとしく相対して生じ，鰭条数はひとしいか時

には響鰭の方が１～２個多い．響鰭の起点は背鰭の第１～２鰭条基底の下方，若しく

はそれより更に前方に位置を占める．背鰭には黒色斑がない．

９１．胸鰭の第１鰭条は分岐していないが第２鰭条は分岐する．……マイトビウオ属

Ｈγ"〃〃c〃"ｙｓ

ｇ２・胸鰭の第１及び第２鰭条は分岐していない．……オキトピウオ属Ｄα"賊吻'ｓ

卓トビウオ類の胸鰭の最初の鰭条は次の鰭条に密着していてその間に鰭膜を有せず，幼期に

はやや顕著であるが成魚では萎縮してきわめて短かくなっており，その次のやや長い鰭条を第

１鰭条とするのが普通である．ここでもそれに倣った．

*＊cylseﾉ"γ"s,Ｐγ０９"ｉｃ〃ﾉｾｙｓの両属では響鰭条数は背鰭条数より少いのが普通であるが，

前者に属するハマトビウオＣ・が""α肋”6αﾒ"ｓ及び後者に属するトビウオＰ.αgooでは個

体により両対鰭の鰭条数がひとしい場,合もある．しかしこのような個体でも響鰭起点は背鰭第

２鰭条基底より後方にある．

HuBBs＆KAMPA（1946）はトビウオ亜科をCyls曲‘γ"s,Ｐγog"伽勉ｙＳの２属とし,そ

のうちにそれぞれ次のような亜属を包含せしめた．松原（1955）も又これに従っている．

Genera Subgenera

CyPseﾉ"γ"ｓ Ｃｙｐｓｇﾉz〃"ｓ

Ｃ"e〃opogひ〃

Ｈγ""〃c〃〃s

Ｐγog郷c〃"ｙｓ Ｐγog減c〃"ｙｓ

Ｄａ郷c〃"ｙｓ

各亜属はそれぞれ上の検索表にかかげた属と同様の特徴を有する．Ｃ"g〃o加go〃はHuBBs

＆KAMPAにより新に設けられたもので次のような点でＣ”sgﾉ”"ｓ亜属と分けられる．

Ｃ”seJ”"ｓ亜属：響鰭条は背鰭条より２～５個少い、響鰭起点は背鰭の第４鰭条基底より

後方に位置を占める．脊椎骨数41～4８（一般に４８個以下,４９個は稀)，幼期のひげ状器官



今井貞彦：日本産トビウオ類の特徴と検索 9５

Ｉま一対叉は単一，種類によってはきわめて短期間のみ現れ，全くこれを欠くものもある．

しかしいずれにしても（c〃〃opogo匁亜属のように）縁が細裂した広い膜様のひげ状器

官は承られない．

c"g〃opogo〃亜属：響鰭条は背鰭条より１～２個少い（時にはひとしい場合もある)．響鰭

起点は背鰭の第３～４鰭条基底の下方に位置を占める．脊椎骨数４８乃至５２．幼期のひげ

状器官は単一のひろい膜状物で周辺は細裂する．

このような特徴を以て亜属を分つならば,たとえば背鰭と響鰭との位置の関係に於てはＰγo‐

g減c〃"ｙｓ属中にもこの両型がゑられる．叉，ひげ状器官の形態も後述するようにいくつか

の型にわけられ,ｃ"ｇ〃opogo〃亜属のひげもその発生の初期の状態よりふれば他の諸型と特に

かけはなれた特徴を持つわけではない．従ってＣ"g〃opogo〃を一亜属と承とめるならば（特

にCypSgﾉ”"ｓは幼期の形態よりゑていくつかの群に分つことができる点から考えて）他に

も多数の亜属を設ける必要を生ずるものと思われる．

一方BRuuN（1935）はＣｙ力seJ"γ"ｓ属を次の４亜属に分つことを提唱している．

Ｐγocy力s伽γ"s：基準種はＣ､“s卸伽ｓ（LINNE)，わが国に産するもののうちではサンノ

ジダマシＣ・加加がγo〃（BLEEKER）がこれに近いものと思われる．

Ｃｙｐｓ伽γ"s:基準種はＣ・ＣＯ”αﾒ"ｓ（MITcHILL)，ウチダトビウオＣ・〃αγes〃（GUNTHER）

がこれに近い．

Ｅ"cyps伽γ"s：基準種はＣ・〃eｵ""γ"ｓ（RAFINEsQuE)，ツクシトピウオはその一亜種と

される．

Pogc〃ocy力s伽γ"s:基準種はＣ・Ｃａ〃oがgγ"s(GUNTHER),アヤトピウオＣ・加cc〃oがeγ"ｓ

（C・ｅｔＶ.）はこれにきわめて近い

しかしこれらの亜属は基準種があげられているの承でそれぞれの特徴が述べられていないの

で，ここにはこれ以上触れないこととし上記のようにBRuuN及びBREDERの分類方式に従

った．

Ｂ・種の特徴

上記の各孤属のトビウオ類のうち日本産のものについてそれぞれの種の特徴を次に表記した．

未だ本邦近海では採集されていないものも，将来採集されることがあると思われるものは採録

した．

サヨリトビウオ科OjCyporhamphidae

サヨリトビウオ属Ｏ刈加γ加沈力加ｓＧＩＬＬ（＝Ｅひoﾉα城aSNoDGRAss＆HELLER）

本邦に産するものはサヨリトビウオＯ卿加γ加沈力加ｓ”cγoがeγ"ｓ”cγoが”"ｓ（Cu‐

vIER＆VALENcINNEs）の承．成魚の全長17～18ｃｍ,脊椎骨数49～51.,.13～14,Ａ､１３～15.

トビウオ科Exocoetidae

トンガリトピウオ属Ｆｏ〃α加γJoRDAN＆MEEＫ

太平洋熱帯水域ではＨａｗａｉｉからＦｏ〃αlfoγαc"畑ｓγosfγα畑ｓ(G伽THER）が，Ｐａｎａｍａ

湾からＦｏ〃αjoγαc"畑ｓｐａｃ枕"ｓＢＲｕｕＮが知られているが，太平洋西部からは採集され

ていない
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カワリトピウオ属Ｐαγexocog伽sBLEEKER

松原（1955）はツマリトビウオ属と名付けている．

a'・胸鰭は背鰭前部の下方に達し，背鰭は倒せば尾鰭の前部に達する．胸鰭はほとんど淡色，

古の腹側は生時には紅紫色をおびる，Ｄ、１２，１３．Ａ、１３，１４．全長は普通130～160ｍｍ・

脊椎骨数４０叉は４１．背鰭前方の正中線上の鱗数20～24．……カワリトピウオ（ツマリトピ

ウオ）Ｐαγe"ocoe〃ｓ６γαc〃がeγ"ｓ（RIcHARDsoN）

大西洋産の本種にはＰ､６．〃〃α”ｓ（GossE)，Ｐ､６．〃〃oγα〃sBREDERの二亜種が知

られているが，日本近海産のものは両顎に円錐歯を持つこと，幼期にはきわめて短いひげ状

器官を生ずることなど後者に似た特徴を有する．一方，太平洋中部の熱帯水域では前者の如

く長いひげ状器官を持つ幼期標本が採集されている．これらの点から承て太平洋の本種にも

少くとも二型があることは明らかである．本種はTahiti島産の標本により設けられたもの

であるが，日本近海産のものはこれとは亜種を異にするのではないかと思われる.

a2．胸鰭は背鰭中央部の下方に達し，背鰭は倒せば尾柄後部に達する．胸鰭の上半部は暗色・

早さ共に生時には体側が淡黄色をおびる．Ｄ、１１，１２．Ａ、１０，１１．全長120～140ｍｍ、脊

椎骨数３５又は36背鰭前方の正中線上の鱗数17～19……バショウトビウオＰαγ“ocoe加

郷e"わ”g"ｊｏ（CuvIER＆VALENcIENNEs）

ハマトピウオ属Cylseﾉ"γ"sSwAINsoN

a'・胸鰭には多数或いは少数の円形叉は楕円形，若しくは不規則な形の小斑紋がある．

ｂ'・背鰭の中央叉は後半に大きな黒色斑がある．胸鰭はやや暗色で中央から下部にかけて甚

だ不明瞭な淡色帯が横たわり，瞳孔径より著しく小さい円形叉は楕円形の黒色斑紋がその

後部に散在する．この斑紋は個体により甚だ多数承とめられ胸鰭前部にも散在するものも

あり，叉僅かに数個が鰭の下部の後縁に近く存在していることもある．全長３０～40ｃｍ・

脊椎骨数４５叉は４６．，．１３～15,Ａ．９～11．背鰭前方の正中線上の鱗数３５個内外．

生時には著しく紫赤色をおびる．……アカトビCyPsgJ"γ"ｓα〃ぷg"jsJENKINs

b2、背鰭に黒色斑はない胸鰭の上方2/３にわたり瞳孔の１/2～1/３大の楕円形叉は不規則

形の黒斑が多数ならび，前方では多少横帯をなす．体は特に太短かい全長２５ｃｍ・脊椎

骨数４０叉は４１．，．１２，１３．Ａ、７～９背鰭前方の正中線上の鱗数２５～31．……アヤ

トピウオCypseJ”"ｓ加ec〃oが""ｓ（CuvIER＆VALENcIENNEs）

a2．胸鰭には円形，楕円形の小斑紋が散在していない

ｃ'・背鰭には明瞭な一黒色斑がある．胸鰭は縁辺を除き大部分が濃藍黒色．成魚の全長は

３５～45ｃｍ，脊椎骨数４４～４６．，．１２～14；Ａ、９～11．背鰭前方の正中線上の鱗数３４～

４０．……カラストビウオCyPseﾉ”"ｓｓ伽o"ofoが""ｓ（BLEEKER）

ｃ2．背鰭は一様にやや暗色で黒色斑はない

．'・胸鰭の上部は暗色（濃黒色ではない）で下部は淡色，暗色部の中央には輪廓の不明瞭

な淡色帯があって下部の淡色部に連なる．固定後時を経た標本ではこれらの斑紋は明か

でなく一様にやや暗色叉は不規則な濃淡を示すの承となり易い

ｅ'・背鰭前方の正中線上の鱗数４２～48．甚だ大きく普通全長４０～50ｃｍ・脊椎骨数４９

～５１，，．１２～14,Ａ・１０～11．……ハマトビウオCylseJ”"ｓが""α肋αγbα〃ｓ

ノα加減c"ｓ（FRANz）
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ｅ曹・背鰭前方の正中線上の鱗数は普通３５より少い

ｆｌ・胸鰭と腹鰭は共に長く先端は尾柄中央部に達する．腹鰭はホソトどのように後方

にある（92参照)．成魚の全長30ｃｍ内外,脊椎骨数41叉は42.,.13,Ａ､９.背鰭

前方の正中線上の鱗数３４･･･…ウチグトビウオＣ”seﾉ"γ"ｓ〃αγesが（Ｇ伽THER）

ｆ2．腹鰭の先端は響鰭基底の中央叉は後部に達するの承である．

ｇ'、吻端と腹鰭茎底との距離は体長の５７～５９ｐｅｒcent，腹鰭基底と尾鰭中央鰭条

先端との距離は前者と眼の前半との距離に等しい．体の前部では側線に沿い著し

く角張っている．口蓋骨には歯がない.成魚の全長25～35ｃｍ・脊椎骨数47～49．

背鰭前方の正中線上の鱗数30～35.……ツクシトビウオＣ”seﾉ”"ｓ〃#〃"γ"ｓ

ａＭｇγJe”（STEINDAcHNER）

９２．吻端と腹鰭基底との距離は体長の６０～６２ｐｅｒcent・腹鰭基底と尾鰭中央鰭条

先端との距離は前者と眼の後縁叉はそのやや後方との距離にひとしい．体の前部

はトビウオ類としては丸永をおびており側線に沿い角張っておらず，ウルメイワ

シに似た印象を受ける．口蓋骨に小歯帯がある．全長２５～28ｃｍ，脊椎骨数４５
～４７．，．１１～14,Ａ、８～10．背鰭前方の正中線上の鱗数３１～35．……ホソト

ビＣ”seJ"γ"ｓｏがs肋o"s〃γα〃ABE

d2・胸鰭は藍黒色で，下半前部より孜第に幅を狭めつつ鰭の中央を横切る淡色横帯と，鰭

の中央より下方の後端をふちどる淡色縁とを持つ．淡色帯は生時には穫色をおびる．尾

鰭下葉は暗色であるが上葉は色やや淡く幅広い淡色縁を有する．全長２５～27ｃｍ・脊椎

骨数４４～４５．，．１３～15,Ａ、８～10．背鰭前方の正中線上の鱗数２６～29．……サンノ
ジダマシ窯CyPsgZ"γ"ｓ〃ﾒｏｐ〃o〃（BLEEKER）

d3．胸鰭は下方の３～４鰭条と先端の小部分とを除いては縁辺に至るまで濃藍黒色．全長

２４～27ｃｍ・脊椎骨数４３叉は４４．，．１２～14,Ａ、８～10．背鰭前方の正中線上の鱗
数３０～35．……アリアケトビウオ．Ｃ”seZ”"ｓｓｆ”たsｊＡＢＥ

＊阿部（1954）はサンノジダマシにＣ‘α〃幼e"郷ｓ（Cuv1ER＆VALENcIENNEs）をあて

ているが，Bruun（1937）によればＣ､αJ”e""ｉｓ（C・ｅｔＶ.）はハマトビウオに近い別
種である．

マイトピウオ属Ｈ〃""〃c加勿sBREDER

a'、胸鰭は藍黒色で中央に巾の広い輪廓の明らかな一淡色縦帯が走り後縁も先端部を除いて淡
色．口蓋骨には歯がある．全長２４～25ｃｍ・脊椎骨数45～４６．，．１０，１１．Ａ・１０～12．Ｐ、

１７，１８．背鰭前方の正中線上の鱗数３０～34．……＝ノジトビウオ（サンノジトビ）Ｈｆγ""‐
〃c〃"ｙｓｓ力ec""g"（CuvIER＆VALENcIENMEs）

a2．胸鰭は先端，下半部及び後縁を除き暗色で，下半部の淡色部は上半の暗色部の中央にのび

る．この斑紋の境界は余り明瞭でない．口蓋骨には歯がない全長24～26ｃｍ・脊椎骨数４５

～４７．，．１０叉は１１，Ａ、１１叉は１２，Ｐ、１５叉は１６．背鰭前方の正中線上の鱗数３１～

３３．……マイトビウオ（ホソアオトビ）Ｈγ""〃c〃〃ｓ”ycgp伽ﾉ"ｓ（BLEEKER）

トビウオ‘属Ｐγ09噸C〃肋ySBREDER

a1・胸鰭の第１及び第２鰭条（萎縮鰭条を除き）は分岐せず，第３鰭条以下は分岐する．

には不明瞭な一黒色斑を持つ．全長３２～35ｃｍ・脊椎骨数４７叉は４８．，．１０～12,

背鰭

Ａ、
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９～11,Ｐ、１６～17．背鰭前方の正中線上の鱗数３３～37．………トビウオルog郷c〃"yｓ

ａｇｏｏ（ＴＥＭＭＩＮｃＫ＆ScHLEGEL）

a2．胸鰭の前部３鰭条の承が分岐していない背鰭は一様にやや暗色．採集された標本では全

長17.5ｃｍ，脊椎骨数４４．，．１１，Ａ．９，Ｐ，１７叉は18．背鰭前方の正中線上の鱗数25．

……ザカトビウオＰγog〃c〃"yｓｚａｃａ（SEALE）

a3．胸鰭の前部４鰭条が分岐していない．その他の点はザカトビウオに酷似する．全長２５ｃｍ

内外，脊椎骨数４３叉は４４，，．１０叉は１１，Ａ、８叉は９．Ｐ、１７叉は１８．脊鰭前方の

正中線上の鱗数２７，２８．．…q･グルマトピルog"伽勉ｙｓｓｅａ伽ＡＢＥ

オキトピウオ属Ｄα"ｉｃ〃"ysBRuuN

オキトピウオＤα"ic肺勿ｓγo"αg池伽(CuvIER＆VALENcIENNEs）の承が知られている．

全長２５～30ｃｍ・脊椎骨数４５叉は４６．，．１１～13,Ａ、１２～13．Ｐ、１７～19．背鰭前方の正

中線上の鱗数２７～31．胸鰭は大部分藍黒色で下部と後縁は淡色．

Ⅱ稚魚期の特徴

トビウオ類の稚仔には下記のような特殊の形態的分化がゑられる．これらの幼期形態は主と

して仔魚期の終りより発達し始め，稚魚期を通じて著しい種属の特徴をなしている．従ってト

ビウオ類稚魚の所属を同定するに当っては，一方では鰭条数，脊椎骨数などの各期を通じて変

らない特徴を比較しつつ，他方では成魚とは全く異った観点に立って各部の形態を比較しなけ

ればならない

トビウオ類の幼期形態の代表的なものは次に示す通りである．

１．下顎の突出．サヨリトピウオ科及びトビウオ科中のトンガリトピウオ亜科において著し

く，カワリトピウオ亜科にも承とめられる．

２．ひげ状器官の発達．サヨリ科，ダツ科などの幼期に下顎下面に発達する膜状器官と相同

のものであるが，トビウオ科では顎ひげ状を呈する場合が多い．トンガリトピウォ亜科を

除き各亜科にみられる左右一対のものもあり，左右合同して一本となったものもある．時

に甚しく長くなり体長を超える場合もある．

３．背鰭の発達．トンガリトビウオ亜科及びカワリトビウオ亜科では成魚でも背鰭は高く帆

状を呈するが，ハマトビウオ亜科中には幼期のみ背鰭が著しく高くなるものがあり，その

際の最長鰭条の位置も種属的特徴をなす．

４．胸鰭の分化．胸鰭の前部が特化して成魚と著しく異なる外観を呈するもので，ハマトピ

ウオ亜科中の３属に承られる．

５．色相の分化．トビウオ類の色相は成魚ではほとんど一定であるが幼期には多種多様で種

の特徴としては重要である．

Ａ・亜科及び属の特徴

a'・下顎は突出しサヨリに近い形態を示す．

ｂI．（サヨリトビウオ科Oxyporhamphidae）胸鰭は短かく腹鰭基底に達しない．背鰭はそ

の後部鰭条がやや長いが全体として特に高くはない．全長４０～50ｍｍでは下顎は頭長の

６０ｐｅｒｃｅｎｔに達するが，100ｍｍでは僅かに三角形に突出するのみ，上顎は吻長にひと
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しいが，これより短かい全長６０～70ｍｍまでは体は細いＤ、１３，１４，Ａ、１３～15．

……サヨリトビウオ属Ｏ刈加γ加沈P伽ｓ

６２．（トンガリトピウオ亜科Fodiatorinae）胸鰭は長く全長３５ｍｍ内外で背鰭起点に達す

る．背鰭は中央鰭条が長く全体がきわめて高く帆状を呈する．上顎も長く吻長は眼径より

大，体は特に細くはない．Ｄ、１０，Ａ．１１……トンガリトビウオ属Ｆｏ〃α加γ（日本近海

より未記録）

a２．（カワリトビウオ亜科Parexocoetinae）下顎の先端は突出はしていないが尖っており腹面

から承るとサンマの下顎に似ている．下顎先端には一対のひげ状器官を持つものが多い．背

鰭は全長２５ｍｍ内外から急に高くなり始め，４０～50ｍｍでは尾鰭上葉の中央に達する．

背鰭条数と響鰭条数はひとしいが,１，２個の差があるの承……カワリトピウオ属Ｐαγ”ocoe‐

加日本近海産２種．

a:;、下顎の先端は突出しておらず著しく尖ってもいない多くの種類ではむしろ丸承をおびて

いる．背鰭は一般に高くなるがその程度は一様ではない．ひげ状器官は一対のものもあり単
一のものもあり，これを欠くものもある．

Ｃｌ．（イダテントビウオ亜科Exocoetinae）腹鰭は短かく，その基底は各期を通じて体の中央

よりかなり前方にある．背鰭は特に高くならない背鰭と響鰭の鰭条数はひとしいか１，２

個の差があるの承．ひげ状器官はあるものとないものとがある．……イダテントビウオ属
Ｅ苑ocoe伽（本邦産２種）

ｃ２．（ハマトビウオ亜科Cypselurinae）腹鰭は長くなり稚魚期の終りには一般に成魚よりも
かえって後方に達する．その基底は各期を通じて体の中央より後方にある．

ｄ'・響鰭は一般に背鰭の第２～４鰭条基底の下方，若しくはそれより後方に始まり，鰭

条数も背鰭より２～５個少い（成魚の特徴参照)．ひげ状器官はあるものとないものと
がある．

ｅ'・胸鰭の最前部の３～４鰭条間では各鰭条のなす角度はそれより後方の各鰭条の爽
む角度より広く，それぞれの間の鰭膜が拡がって特異の形態を示す．……トビウオ

属乃og郷c〃Zzys（本邦産３種）

ｅ3．胸鰭の形態は特異でない．……ハマトビウオ属Cypseﾉ"γ"ｓ（本邦産９種)ｍ

ｄ２・響鰭はほぼ背鰭の第１～２鰭条の下方，若しくはそれよりやや前方に始まる．鰭条
数も響鰭とひとしいか叉は１，２個多い．ひげ状器官はない．

ｆ１．胸鰭の第１～２鰭条のなす角はそれより後方の各鰭条の戎む角より著しく広く，
鰭膜もひろがり特異の形態を示す．……マイトピウオ属剛γ""〃c加勿ｓ（本邦産
２種）

ｆ翌．胸鰭の第１～３鰭条の爽む角が特に広い．……オキトビウオ属Ｄα郷c"肋yｓ（本
邦産１種）

Ｂ・種の特徴

サヨリトピウオ属（日本近海産のものは１種の承)，オキトビウオ属（知られているものは

1種）及びトンガリトビウオ属（成魚も幼期も日本近海よりは未記録）は省略する．

カワリトビウオ属Ｐαγ“ocoe畑ｓ

ａ〔．Ｄ、１２～１３；Ａ、１３～14．一対の短かいひげ状器官がある．頭が小さく体長の２０～２２ｐｅｒ
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cent,背鰭は高く圧すれば尾鰭上葉の前部より中央部に達する.背鰭の下方に黒色斑はない．

胸鰭はほとんど無色．……Ｐ､６γαc"yが”"ｓ（RIcHADsoN）

本種にはひげ状器官がほぼ吻長にひとしくなるものと，ひげのきわめて短かいものとがあ

る．これらの関係については成魚の特徴（p､９３）を参照されたい．

a２．，．１１～12；Ａ・１０～11．ひげ状器官はない？、頭は大きく体長の２６～２８ｐｅｒcent，背

鰭は高いが圧しても尾鰭上葉の萎縮鰭条部に達するの承である．背鰭の下方に２個の明らか

な暗色斑がある．胸鰭の上半は先端を除き暗色．バショウトビウオＰαγ“ocoe伽ｓ”e"ｆｏ

”g"#０（C・＆Ｖ､）

イグテントビウオ属Ｅ"ococ伽ｓ

ａｌ・ひげ状器官はない体は細く頭高は頭長の４/５より小さく頭部の形態にも特徴はない．胸

鰭の色胞は上部の後半，縁辺に近く散布する．腹鰭は無色か前部に僅少の色胞をおびるのみ，

体側には背鰭及び響鰭の横基底の後半部の間を占める幅の広い暗色帯がある．Ｄ、１３～15,Ａ．

１２～14．……イグテントビウオＥ"ocogj"ｓ〃o伽α"sLINNE

a2．ほぼ喉部に達する１本の細長くて先端は馬たく後縁は丸承をおびたひげ状器官を有する

（体長２０～50ｍｍ）頭は後頭部において著しく高まり，全長４５ｍｍ内外では頭長よりや

や大，胸鰭の色胞は最下方を除いてはいちめんに分布する．腹鰭は暗色叉は黒い体側には

背鰭の後部下方に一暗色横帯を生ずるがその幅は狭いＤ、１２，１３．Ａ、１３．……ハゴロモ

トビウオＥﾝvocog畑ｓ”o"oc〃γ〃sRIcHARDsoN

ハマトピウオ属Cypseﾉ"γ"ｓ

アカトビの幼期は不明なのでここには省略する“

a１．下顎にはひげ状器官が発達する．

ｂｉ・ひげ状器官は一対．

Ｃｌ・ひげ状器官はリボン状ではなはだ長く，体長’0ｍｍ内外ですでに出現し体長３０ｍｍ

内外ではその６５perCent，４０ｍｍでは，,ＯｐｅｒＣｅｎｔに達する．背鰭もカワリトビ

ウオ属のように高く，倒せば尾鰭に達する．稚いものでは対鰭も体もむしろ淡色の場合

が多いが，背鰭は暗色をおびる．……カラストビウオＣ･ｓ〃o"伽がgγ"ｓ（BLEEKER）

ｃ２・ひげ状器官は眼の後部に達するのみ・背鰭はその前部の鰭条が長く，全体として著し

く高くなって三角形を呈し，響鰭の高さの２倍以上に達する．胸鰭上の横帯は余り明瞭

ではない．……サンノジダマシCypsg〃γ"ｓルαﾒoがγo〃（BLEEKER）

ｃ$・ひげ状突起は眼の後方に達するの承・背鰭は成魚よりは高いが騨鰭の1.2～1.3倍に過

ぎない．体側と対鰭には明瞭な横帯を有する．生時には黄赤色をおびる．……ツクシト

ビゥォＣ･〃ｇｆ”"γ"ｓ〃｡”Ze〃（STEINDAcHNER）

ｂ２・ひげ状器官は１個

ｄ'・ひげ状器官は短かいがひろく緑辺は細裂する（発生の始めには左右両片に分れている

が後に合一する)・背鰭は中央部の鰭条が長く，全体として著しく高くカワリトピウオに

似ており，倒せば尾鰭の前部に達する．その大部分が黒い．固定したものでは体は淡色の

場合が多く'体長50～90ｍｍのものでは胸鰭基底と腹鰭基底の中間腹側に二横帯があり
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（多くのトビウオ類ではこの間には１個の横帯しか衆られない)．腹鰭より後方では体側
中央に幅の広い一縦帯が現われる．・・…･ハマトビウオＣ・が""α肋αγ6α〃ｓ､/α加"ｆｃ"ｓ
（FRANz）

ｄ望．ひげ状器官の幅は狭い（始めから単一のひげとして生ずる)．背鰭は高くならない．

眼の後方から腹鰭基底にかけて暗色縦帯が走る（全長２５ｍｍ内外より著しくなる)．

胸鰭と腹鰭とは大部分色胞でおおわれる．

ｅ'・ひげは各期を通じて小さく先端は丸承をおび中央に欠刻があって花撫状．……ホソ
トビＣ､ｏがs娩叩〃s〃γα〃ABE

ez・ひげは著しく長く全長３０ｍｍでは眼の下方に，６０ｍｍでは腹鰭基底の後方に達
する．全体はテープ状で先端は深い欠刻を有し，ヤハズ状を呈する．……ウチグトビ

ウオＣ・〃”9s〃（GUNTHER）

a2．ひげ状器官を生じない．

ｆ'・眼が著しく大きく眼間部は凹み，眼の前部上縁が頭部背方の輪廓を形成する．稚いもの
でも胸鰭及び腹鰭に成魚のような暗色斑の横列が現われる．……アヤトビウオＣ・加”‐
ノ”〃"ｓ（CuvIER＆VALENcIENNEs）

ｆ２．眼は特に大きくはない眼間部も扇たい、胸鰭も腹鰭も一様に暗褐色，叉は淡色の場合

が多いが，個体により暗色の地の上に１～２の淡色帯を承るものがある．しかし多数の暗
色横帯を承とめることはない……アリアケトビウオＣ､ｓﾒ”細ＡＢＥ

トビウオ属Ｐγ０９噸c伽勿s

aI・一対のひげ状器官がある．背鰭はその中央鰭条が長く，全体がカワリトビウオのように

高く暗色をおびる．体は細く比較的色淡く，腹側には横帯を，尾部側面には縦帯を生ずる．
Ｄ・１０～12,Ａ・１０～11．Ｐ、１７．

稚魚期の始めには胸鰭の形態に属の特徴が発現しておらない上に発生初期のひげ状器官の

形状がよく似ているのでハマトビウオと混同するおそれが多い（出現期も同様である)．本種

では胸鰭条が多いこと，背鰭条が少い場合が多いこと，ひげ状器官の縁辺が滑かな曲線をな
すこと（ハマトピウオでは縁辺に著しい凹凸がある)，などが特徴としてあげられる．……ト
ビウオＰ.αgoo（TEMMINcK＆ScHLEGEL）

a2．ひげ状器官はない．眼が大きくやや凸出する．体は暗色の場合が多い．胸鰭は暗色で前部
の４～５鰭条は短かくその縁辺の承は裁然とした淡色縁を持つ．Ｄ・１０～11.Ａ、８～9．Ｐ、
１８～19.

ｂ１．胸鰭の前部の不分岐鰭条は３個（全長５０ｍｍ以上にならないと明らかでない）全長
140ｍｍ内外で既に幼期の特徴は全くみとめられないザカトピウオＰ・ｚａｃａ（SEALE）

ｂ曾・胸鰭前部の不分岐鰭条は４個．全長140ｍｍに達したものでも幼期の（胸鰭の）特徴
を完全にとどめている．……ダルマトピＰ・ｓｅａ〃ＡＢＥ

マイトビウオ属Ｈ〃""〃c"勉ｙｓ

ａｌ・Ｐ、１７叉は１８．全長２０～45ｍｍでは下顎前端に色胞なく，吻にも色胞は少いか，或い

は全くない．５５～80ｍｍでは腹鰭の先端部より後方の外縁に幅広く淡色の部分が残されて

いる．全長８５～125ｍｍの個体でも胸鰭には幼期の特徴が判然と承られる.……ニノジトビ

ウオ（サンノジトビ）HsPgc"〃g"（CuvIER＆VALENcIENNEs）
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a２．Ｐ、１５叉は１６．全長２０～45ｍｍの個体にも下顎端には数個の色胞があり，吻には多く

の場合多数の色胞が散在する．５０～80ｍｍでは腹鰭はその後部でも外縁まで色胞におおわ

れる．全長９０ｍｍ内外で胸鰭における幼期の特徴は失われる．……マイトビウオ（ホソア

オトビ）Ｈ､ｏ”Ceｶﾙαﾉ"ｓ（BLEEKER）

仔魚期及び未成魚の特徴，図版及び参照文献については第Ⅱ報にゆずる。
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